
　　
平
成
18
年
11
月
25
日
（
土
）
み
な
べ
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
み
な
べ
町
教
育

委
員
会
と
の
共
催
に
よ
る
第
３
回
和
歌
山

県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
高
田
土
居
～
室
町
時
代
の
守
護
拠
点
か

ら
鋳
造
工
房
へ
～
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
技

師
川
崎
雅
史
に
よ
る
発
掘
調
査
成
果
報
告

を
は
じ
め
、
弓
倉
弘
年
氏
、
坪
之
内
徹
氏
、

五
十
川
伸
矢
氏
の
各
専
門
家
に
よ
る
講
演

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
60
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
地

元
で
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
「
高
田
土

居
」
の
価
値
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
で

き
、
こ
の
遺
跡
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　－第31号の主な内容－

１．シンポジウム「高田土居」

　　　・シンポジウムの概要

　　　・シンポジウム総評

　　　・アンケート結果報告

２．第２回考古学基礎講座

　　「古墳時代の滑石製

　　　模造品の製作」　　

高田土居

溶解炉転用井戸 条里型地割が残る南部平野の遠景

討論会の風景

会場の風景

第３回　和歌山県文化財センター　シンポジウム

－室町時代の守護拠点から鋳造工房へ－

開催しました！！

全国で初めて完全な形で発見された

溶解炉などの遺物展示も行いました☆

高田土居

じょうり ちわり みなべ

しゅご ちゅうぞう

ようかいろ

た
か
だ
　
ど
　
い

ゆ
み
く
ら

い
そ
が
わ

つ
ぼ
の
う
ち

紀州の歴史と文化の風

文化財センター通信

　【かざぐるま】

財団法人　和歌山県文化財センター

平成19年１月22日発行
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講師の方々の顔ぶれ

遺物の展示風景

溶解炉の展示風景

日時：平成18年11月25日（土）

会場：みなべ町生涯学習センター

主催：（財）和歌山県文化財センター

　　　 みなべ町教育委員会

    ＊地元でシンポジウムを開催＊

２

　
「
高
田
土
居
」
は
条
里
型
地
割
が
良
好

に
残
る
南
部
平
野
の
中
に
築
か
れ
た
城
跡

で
、
高
速
道
路
や
県
道
の
建
設
工
事
な
ど

に
伴
い
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
発
掘
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
以
前
ま

で
は
中
世
の
館
跡
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
調
査
の
結
果
、
内
郭
と
外
郭
を
備

え
た
大
規
模
な
城
で
紀
伊
国
守
護
の
拠
点

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
城
が
廃
絶
し
た
直
後

に
跡
地
を
利
用
し
て
鋳
造
工
房
や
そ
の
屋

敷
地
が
造
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
調
査
報
告

書
が
刊
行
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
発
掘
調

査
の
成
果
を
町
民
は
も
と
よ
り
研
究
者
の

人
々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
「
高

田
土
居
」
の
位
置
づ
け
と
変
遷
を
検
討
す

る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
ま
た
、
当
日
は

「
高
田
土
居
」
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
、

城
に
関
わ
る
も
の
と
鋳
造
工
房
に
関
わ
る

も
の
と
に
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

展
示
し
、
パ
ネ
ル
で
解
説
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ま
ず
、
当
セ
ン
タ

ー
の
川
崎
が
「
高
田
土
居
城
跡
の
発
掘
調

査
成
果
に
つ
い
て
」
報
告
し
、
和
歌
山
県

立
向
陽
高
等
学
校
教
諭
の
弓
倉
弘
年
氏
か

ら
「
守
護
拠
点
と
し
て
の
高
田
土
居
城
」
、

奈
良
女
子
大
学
講
師
の
坪
之
内
徹
氏
か
ら

「
中
世
集
落
論
と
高
田
土
居
城
」
、
京
都

橘
大
学
教
授
の
五
十
川
伸
矢
氏
か
ら
「
高

田
土
居
と
鋳
造
遺
跡
」
と
題
し
た
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
弓
倉
氏
は
中
世

文
献
史
学
の
専
門
家
で
、
紀
伊
国
守
護
が

発
給
し
た
文
書
な
ど
か
ら
「
高
田
土
居
」

が
守
護
所
で
あ
っ
た
と
分
析
し
、
考
古
学

の
成
果
と
文
献
史
学
の
内
容
が
合
致
す
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
坪
之
内
氏
は

考
古
学
の
専
門
家
で
、
し
か
も
文
献
に
も

通
じ
て
お
り
、
発
掘
調
査
の
事
例
や
、
文

献
資
料
の
事
例
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
守

護
所
な
ど
の
政
所
が
領
主
の
私
宅
か
ら
移

り
変
わ
る
こ
と
な
ど
を
説
き
、
「
高
田
土

居
」
の
成
立
と
変
遷
に
は
更
な
る
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
五
十

川
氏
は
考
古
学
の
鋳
造
関
係
の
第
一
人
者

で
あ
り
、
「
高
田
土
居
」
で
検
出
さ
れ
た

鋳
造
遺
構
や
、
鋳
型
や
溶
解
炉
な
ど
の
出

土
遺
物
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
16

世
紀
代
に
城
の
跡
地
で
鋳
造
が
お
こ
な
わ

れ
た
意
義
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
の
質
疑
応
答
は
十
分
な
時
間
が

取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
「
高
田
土
居
」
は
城
と
鋳
造
の

ど
ち
ら
を
と
っ
て
も
、
政
治
史
・
地
域
史

等
を
考
え
て
い
く
上
で
貴
重
な
遺
跡
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
み
な
べ
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
荒
堀
氏
よ
り
、
「
高
田
土
居
」
の
一

部
を
町
が
買
収
し
た
こ
と
や
、
今
後
、
買

収
地
を
保
存
整
備
し
て
地
域
の
歴
史
的
財

産
と
し
て
活
用
す
る
と
言
う
嬉
し
い
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
（
川
崎
雅
史
）

じ
ょ
う
り

ち
わ
り

な
い
か
く

が
い
か
く

し
ゅ
ご

ち
ゅ
う
ぞ
う

ま
ん
ど
こ
ろ

い
が
た

よ
う
か
い
ろ

シンポジウム総評



①
参
加
者
に
つ
い
て

一
般:

49
名
　
男
性
39
名
（
79.

6
％
）

　
　
　
　
　 

女
性
10
名
（
20.

4
％
）

発
表
者:

３
名
（
セ
ン
タ
ー
職
員
除
く
）

セ
ン
タ
ー
職
員:

８
名
　
　
　
合
計
＝
60
名

　
＊
も
う
少
し
参
加
人
数
者
を
増
や
し
た
い
と

　
こ
ろ
で
す
。
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
普
及
活

　
動
な
ど
を
通
し
て
、
県
民
の
み
な
さ
ま
の
文

　
化
財
に
対
す
る
理
解
や
認
識
が
深
ま
る
こ
と

　
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と

　
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

　
広
報
の
方
法
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
今

　
後
と
も
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

　
す
。

②
参
加
者
住
所
（
一
般
49
名
中
）

県
内:

45
名
（
91.

８
％
） 

 

み
な
べ
町
23
・

 
 

和
歌
山
市
５
・
海
南
市
２
・
高
野
町
２
・

 
 

有
田
川
町
１
・
御
坊
市
３
・
美
浜
町
１
・

 
 

田
辺
市
３
・
上
富
田
町
２
・
不
明
３
　
　

県
外:

２
名
（
４.

１
％
）
　
大
阪
府
２

不
明:

２
名
（
４.

１
％
）

　
＊
全
体
49
名
の
う
ち
開
催
地
で
あ
る
み
な
べ

　
町
が
約
半
数
を
占
め
ま
し
た
。
地
域
の
歴
史

   

や
文
化
財
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
て
い
る

　
証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
（
回
答
数
16
名
）

◎
催
し
を
ど
こ
で
知
っ
た
？(

複
数
回
答)

　a
.

新
聞
：
６
名
　b

.

ポ
ス
タ
ー
：
０
名

　c
.

知
人
：
５
名
　d

.
Ｈ
Ｐ
：
０
名

　e
.

ち
ら
し
：
３
名
　f

.
職
場
：
０
名

　g
.

そ
の
他
：
３
名

◎
参
加
し
た
理
由
は
？(

複
数
回
答)

 
 
a
.

み
な
べ
町
の
歴
史
に
興
味
‥
11
名
　

　b
.

講
演
会
が
好
き
：
０
名

　c
.

発
掘
調
査
に
興
味
が
あ
る
：
９
名
　

　d
.

地
元
を
も
っ
と
知
り
た
い
：
２
名
　

　e
.

セ
ン
タ
ー
に
関
心
が
あ
る
：
２
名

◎
内
容
は
？(

複
数
回
答)

　a
.

お
も
し
ろ
か
っ
た
：
10
名
　

　b
.

少
し
お
も
し
ろ
か
っ
た
：
０
名

　c
.

少
し
お
も
し
ろ
く
な
か
っ
た
：
０
名

　d
.

お
も
し
ろ
く
な
い
‥
０
名

　e
.

わ
か
り
や
す
か
っ
た
‥
３
名

　f
.

少
し
わ
か
り
や
す
か
っ
た
‥
１
名

　g
.

少
し
難
し
か
っ
た
‥
１
名

　h
.

難
し
か
っ
た
‥
０
名
　

　i
.

無
回
答
‥
２
名

◎
今
後
こ
の
よ
う
な
企
画
に
参
加
す
る
？

　a
.

絶
対
す
る
：
６
名

　b
.

興
味
あ
る
内
容
な
ら
す
る
：
９
名

　c
.

時
間
が
あ
れ
ば
す
る
‥
０
名

　d
.

近
く
な
ら
す
る
‥
１
名

　e
.

そ
の
時
考
え
る
‥
０
名

　f
.

し
な
い
‥
０
名

◎
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
た
？

　a
.

知
っ
て
い
た
：
８
名
（
50.

０
％
）
　

　b
.

知
ら
な
い
：
７
名
（
43.

７
％
）
　
　

　c
.

初
め
て
知
っ
た
：
１
名
（
6.

３
％
）

◎
セ
ン
タ
ー
の
催
し
に
参
加
し
た
こ
と
？

　a
.

よ
く
参
加
す
る
：
９
名
（
56.

２
％
）

　b
.

一
度
だ
け
あ
る
：
２
名
（
12.

５
％
）

　c
.

今
日
初
め
て
：
４
名
（
25.

０
％
）

　d
.

無
回
答
：
１
名
（
６.

２
％
）

◎
実
際
に
現
地
説
明
会
な
ど
で
発
掘
現
場

を
見
た
こ
と
は
？(
複
数
回
答)

　a
.

地
元
の
現
地
説
明
会
に
参
加
：
10
名

　b
.

県
内
の
現
地
説
明
会
に
参
加
：
３
名

　c
.

各
地
の
現
地
説
明
会
に
参
加
：
４
名

　d
.

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
：
２
名

　e
.

無
回
答
‥
１
名

◎
み
な
さ
ま
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

☆
よ
か
っ
た
点

・
（
遺
物
展
示
は
）
実
感
で
き
て
良
い
。

・
（
遺
物
展
示
に
つ
い
て
）
高
田
土
居
↓
鋳
造

所
と
変
遷
が
よ
く
わ
か
る
展
示
だ
っ
た
。

・
高
田
土
居
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
わ
か
り

や
す
く
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

・
高
田
土
居
鋳
造
遺
構
の
性
格
が
よ
く
わ
か
っ

た
。

☆
悪
か
っ
た
点
・
ご
意
見

・
（
遺
物
展
示
に
つ
い
て
）
も
っ
と
大
規
模
な

展
示
を
拝
見
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
広
報
を
も
っ
と
駅
周
辺
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
報
告
や
議
論
自
体
は
よ
か
っ
た
。

　
＊
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
い
て
、
地
域
の

　
歴
史
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

　
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
内
容
は
満
足
し
て
い

　
た
だ
け
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
安
心
し

　
ま
し
た
。
内
容
の
濃
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
の

　
で
、
広
報
を
工
夫
し
、
当
該
市
町
村
以
外
か

　
ら
の
参
加
者
も
増
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

　
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
報
告
　
仲
原
知
之
・
松
山
千
穂
）

３

♪アンケート結果♪
　　　　　　　高田土居のシンポジウムで、

　　　　回答していただいたアンケートの結果を

　　　報告します。今年度は、普及活動に力を入れて

　　　きましたが、まだまだ反省の余地は多く、アン

　　　　ケートは皆さまの意見を聞くことのできる

　　　　　　　　貴重な機会となっています。

　　　　　　　　（＊印＝報告者コメント）



財
団
法
人
　
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

【新キャラクター紹介】

はこ助

＊これからもどんどんキャラクターを作っ

ていきたいと思いますので、何かアイディ

アがあれば教えてください。

紅廉片岩を鋸として使用しています。 

 12 月 10 日（日）、古墳時代の石製模造品を製作しました。滑石と紅簾片岩  を使った古代

　　　　方法で11 名の参加者が約２時間思い思いの作品を作りまし   

た。大人のための、考古学講座でしたがかわいい飛び入り 

もありました。うーむ、今回は参加者も少ないし特別に許 

そう。 最後まで古代の方法にこだわった参加者もいました、

 が、文明の利器を頼りに作る人も続出。当時の人たちの苦

 労がわかっていただけたかな。

石製模造品は、古墳時代の祭祀具で、副葬品として現れ、 

葬送儀礼の重要な要素となります。初期のものは実用品を。  

モデルに器物や・人・動物などを石で小型に模造していま

す。  

最初は数も少ないのですが５世紀になると滑石と呼ばれ 

る軟らかい石材を使用するようになります。和歌山では主 

に紀ノ川南岸で産する石材です。 

各種農耕具や鏡、剣、短甲、機織具などの形をした石製  

模造品や各種玉類が多量に製作、使用されるようになり、 

小型・扁平で粗雑な造りのものが大量に出土するようにな 

ります。小さな孔があけられているので、その孔に紐を通 

して、七夕の笹のように榊の枝などにぶら下げて葬送のマ 

ツリに使い、使用後は、遺体とともに墓に納めたと考えら 

            れています。  

              今回、使用した滑石は、紀ノ川中流の旧桃山町産の滑石 

を使用しました。磨くと非常にきれいなトラ模様が現れる 

のが特徴でしたが、加工の段階で、剥離することが多く、 

みなさん悪戦苦闘の連続でした。お疲れ様でした。でも、 

結構楽しんでいただけたのではないでしょうか。 

飛び入り君もがんばっています。 

刀子の模造品を造っています。   みなさんの出来栄えはどうでしょうか。   完成した石製模造品です。 

紅簾片岩を鋸として使用しています。

い。 

こうれんへんがん

《
編
集
後
記
》

　
今
年
度
も
あ
と
３
ケ
月
。
最
後
ま
で

気
を
引
き
締
め
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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